


章 項目 ページ 改定後 改定前

１ 擁壁工 １－６８ 　削　　除

小構造物標準設計図集新旧対照表

調整コンクリート 

ガードレールを設置する場合
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調整コンクリート　σck＝18N／mm
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設計条件 

１．防護柵種別 Ｂ種以下 

２．設計荷重 衝突荷重 30kN/ｍ２ 

３．許容応力度 短期荷重として50％割増 



章 項目 ページ 改定後 改定前

小構造物標準設計図集新旧対照表

５ 防護柵工 ５－１８

ガードレール ＧＲ－  －Ｅ（土中用） 

 

標準型 

 

ＳＢタイプ・ＳＣタイプ・Ａタイプ Ｂタイプ・Ｃタイプ
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ガードレール ＧＲ－  －Ｅ（土中用） 

 

標準型 

 

ＳＢタイプ・ＳＣタイプ・Ａタイプ Ｂタイプ・Ｃタイプ

Ｂタイプ・Ｃタイプ
Ｌ型プレキャスト擁壁に設置する場合
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小構造物標準設計図集新旧対照表

５ 防護柵工 ５－１９

耐雪型 

 

Ｂタイプ・Ｃタイプ
路肩保護コンクリートを設置する場合
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耐雪型 

 

Ｂタイプ・Ｃタイプ
路肩保護コンクリートを設置する場合

ＳＢタイプ・ＳＣタイプ・Ａタイプ

Ｂタイプ・Ｃタイプ
Ｌ型プレキャスト擁壁に設置する場合
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小構造物標準設計図集新旧対照表

５ 防護柵工 ５－２５ 　削　　除

ガードレール基礎 ＢＧＲ１（連続基礎） 
 

コンクリート　σck＝21N／mm2
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注意事項 

１．ガードレールはＢ・Ｃ種を対象とする。 

２．基礎コンクリートは、原則として路肩幅員には入れないこと。 

 

材料表 (10ｍ当たり)

コンクリート 型枠 鉄筋
σck＝21Ｎ/mm2 小型構造物 ＳＤ２９５　Ｄ１３

(ｍ３) (ｍ２) (kg)

ＢＧＲ１ 2.949 13.230 14.910



章 項目 ページ 改定後 改定前

小構造物標準設計図集新旧対照表

５ 防護柵工 ５－２６

ガードレール基礎 ＢＧＲ２（在来構造物に設置） 
 

上部補強鉄筋 下部補強鉄筋
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注意事項 

１．ガードレールはＢ・Ｃ種を対象とする。 

 

材料表 (1基当たり)

コンクリート 型枠 鉄筋 アンカー鉄筋

σck＝21Ｎ/mm2 小型構造物 ＳＤ２９５　Ｄ１６ ＳＤ２９５　Ｄ２２

(ｍ３) (ｍ
２
) (kg) (kg)

ＢＧＲ２ 0.090 0.794 8.071 3.648  
 

ガードレール基礎 ＢＧＲ２（在来構造物に設置） 
 

上部補強鉄筋 下部補強鉄筋

コンクリート　σck＝21N／mm2
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注意事項 

１．ガードレールはＣ種のみを対象とし、大型車両の通行がない局部的な補修工事のみ適用できるものする。

 

材料表 (1基当たり)

コンクリート 型枠 鉄筋 アンカー鉄筋
σck＝21Ｎ/mm2 小型構造物 ＳＤ２９５　Ｄ１６ ＳＤ２９５　Ｄ２２

(ｍ３) (ｍ
２
) (kg) (kg)

ＢＧＲ２ 0.090 0.794 8.071 3.648  
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小構造物標準設計図集新旧対照表

５ 防護柵工 ５－２７

ガードレール基礎 ＢＧＲ３（在来構造物に張出設置） 
 

上部補強鉄筋 下部補強鉄筋
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注意事項 

１．ガードレールはＢ・Ｃ種を対象とする。 

 

ガードレール基礎 ＢＧＲ３（在来構造物に張出設置） 
 

上部補強鉄筋 下部補強鉄筋
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注意事項 

１．ガードレールはＣ種のみを対象とし、大型車両の通行がない局部的な補修工事のみ適用できるものする。
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